
項 ⽬ 内 容

名称 ヨーロッパグリ、セイヨウグリ [英]European Chestnut、 Spanish Chestnut

[学名]Castanea sativa Mill.

概要 ヨーロッパグリは、地中海東部地域原産のブナ科の落葉樹で、⾼さ30 m程度に⽣⻑

する。果実は、焼き栗や茹で栗、スープ、ピューレ、砂糖漬け等にして利⽤されて

いる。⽇本では野⽣種としてシバグリが⾃⽣し、栽培種としてはニホングリが分布

しているが、どちらの品種もヨーロッパグリとは別種である。また、天津⽢栗とし

て焼き栗などにされるチュウゴクグリも別種である。

法規・制度 ■⾷薬区分

「専ら医薬品として使⽤される成分本質 (原材料) 」にも「医薬品的効能効果を標ぼ

うしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」にも該当しない。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・タンニン （エラジタンニン、ペダンキュラギン、テリマグランジン、カスアリク

チン、ポテンチリン、カスタラジン、ベスカラジン） 、フラボノイド (ルチン、ク

ェルシトリン、ミリセチン) 、没⾷⼦酸、エラグ酸、クロロゲン酸などを含む

(101) (PMID:20564434) (PMID:18793273) 。

分析法 ・樹⽪に含まれるタンニンをHPLC－DAD-MSで分析した報告がある

(PMID:24679783) 。

・樹⽪に含まれるフェノール化合物をHPLC－DAD-MSで分析した報告がある

(PMID:23533692) 。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=20564434&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=18793273&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=24679783&dopt=Abstract
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・⼼材に含まれるフェノール化合物を HPLC－DAD 、HPLC－DAD/ESI-MSで分析

した報告がある (PMID:20687564) 。

・花に含まれるフェノール化合物をHPLCで同定した報告がある

(PMID:24822186) 。

・葉に含まれるフェノール化合物を HPLCで同定した報告がある

(PMID:18793273) 。
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循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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